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左側半側空間無視に対する新しい光学福祉機器の開発と試用
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左側半側空間無視に対する，新しい福祉機器を開発した。無視をしている左髄の空間をどデオカメラとフェイ

スマウントディスプレーを用いて被検者に見せ，蕪視慎iの空間の渚報を患者に入力させるという原理を用いた機

器である。この機器を左鵠半側空間無提の症例に費用し，良好な効果を認めた。今後，改善すべき問題はあるも

のの，新しい福桂機器としての発展が期待できると考えている。

キーワード:左髄半側空間無視，福祉機器，フェイスマウントディスプレー
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はじめに

半傑空間無視は，靖巣と反対健の刺激に反応せず，

またそちらを向こうとしない症状と定義されているI)。

蔀床的には，右半球脳血管損携による左片麻埠患者に

おいて，左側の空間を無視する症状を呈する場合が多

く，左半球脳血管損傷にこの症状を伴うこと辻少ない。

左側半側空間無視の責任病巣は，右の下頭I夏小葉から

中大騒動駅領域までの範囲と言われている九日常生

活動作において，食事の際に左側のおかずを食べ残し

たり，移動時に左鱒の障害物iこぶつかるなどの聾害を

生じ，慢性期に至るまで症状が続いた場合は，その改

善が国難であるむ治療に関しては種々の報告3)-6)があ

るが，決定的なものはないのが現状である。今回，半

側空間無視を代償させる目的で，電子光学機器を組み

合わせた福祉機器を考案・開発し，一割ではあるが良

好な試用結果が得られたので報告するc

図1 超小型CCDカラービデオカメラと
フェイスマウントディスプレー

a 

研究方法

機器は，被検者の話頭部に装着した超小型CCDカラ

ービデオカメラ(ソニー製DXC-LSl)によって被検者

の前方の光景を撮影し，その画{象をフェイスマウント

ディスプレー(オリンパス襲FMD-200)で被検者に見

せるというものであるむピデオカメラはサーボモータ

ーを介して帽子に固定した〈園 1) 0 このサーボモータ

ーはリモートコントロールにて操存することができ，

小型ビデオカメラを左方に回旋させることができる

(国 2a，b) 0 フェイスマウントディスプレーは，眼鏡状

の液晶ディスプレーであり 2m前方に52型相当の画

面をみることができる。さらに，検者もフェイスマウ

ントディスプレーに映っている酉橡と同じ酉橡をテレ

ピモニターにて確認できるようにした。

最初はビデオカメラを前方に向けておき，被検者iま

フェイスマウントディスプレーを着けていないときと

同様に前方の底景を見るように設定する。その後，検

者が小型ビデオカメラを左方に回捷させる。この操作

により，被検者は頭部を動かさずとも左方の風景を見

ることになる。すなわち，無視をしている左到の空障

をカメラ操作にて被検者に見せ，無視している空間の

情報を患者に入力することができるという原理であるc

結果

開発した機器を， 78歳の男性症例に試用した。患者

は発症後9カ月の右被殻出血後の左片麻捧J患者である。

藻分二等分試験では，二等分点は 2cm右へ髄泣してお

り，線分抹消試験iこおいても左傭の見落としが認めら

れ，左側半健空間無視と診断されている。

機器を装着した患者の前方約1.5mのところに Gか

ら9までの10個の数をランダムに並べたA1サイズの

b 

図2 機器を上からみたところを示す
a ビデオカメラは前方を向いている
b リモコン操作によりビデオカメラは左慨前方を向いている
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国3 開発した機器を告を用した検査の様子

題4 ビデオカメラが前方を拘いている時の
フェイスマウントディスプレーの直犠

図5 リモコン操作によりビデオカメラを
左健前方を向けた雲寺のフェイスマウ
ントディスプレーの麗橡

検査用紙を設置し，フェイスマウントディスプレー上

に映った数字を左欄から声をだして読んでもらい，左

側の数の認識がどの墾度可能か調べた(図3)0最拐は

カメラを前方に向けたまま患者に検査用紙を見せた。

この状態でフェイスマウントディスプレーに10個の数

が画面に入る状態であることを確認した。この時点で

患者は顔を右韻uへ囲襲させ，左側を無視する傾向が出

現した(罰的 G 一番左の数から順iこ数えるように患者

に指示すると，露面上では左識の3という数字が映っ

ているにもかかわらず，患者は 6という数字から読み

はじめた。次に検者が小型ビデオカメラをリモコンに

て左方に回旋させ，左側の数を画面中央近くに移動さ

せた(図5)0 この状態、で，患者は一番左備の 3という
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数字から読むことができるようになったc 使用後に，

特に患者の全身状態に誌変化は認められなかった。

考察

半鵠空間無視に対する検査に関しては，多くの報告

がある 4)c今回作製した機器では，その構造上において

杭上の検査には不向きであるということから，独自の

検査方法を使用した。今後詰機器の改良により，従来

より仔われている按査法による評価も行っていきたい

と考えているc しかし今回の試用結果としては，半額，ij

空間禁視に対して脊効であったと考えているむ

これまで左傾半儲空間無視に対する機器としては，

半側サングラスとプリズム眼鏡という，共に眼鏡タイ

プの壌器が報告されているc 半劉サングラス 7}は，左

右の右半分の透過率を落としたサングラスであり，非

禁視領jからの入力を減らすことにより半現j無視を改善

させることを昌的としている。しかし，一部の症例に

しか効果は認められていない。プリズム眼鏡について

は，二つの報告がある。一つは誤鏡の左右各々のレン

ズの全面にプリズムを費用したものである 8弘このプ

リズム親鏡をつけて前方を見ると， 10度右鵠を晃たよ

うな状態になる。この状態で誤隷をして，プリズム援

鏡を除去後に効果の出現をみるというものであり，言11

練用の機器である。他の 1つは眼鏡の左右のレンズの

無視髄半分にプリズムをつけ，視覚入力を健測よりに

移動させることを目的としているヘこの眼鏡を 4選

関慣用した結果，検査上では改善したものの，日常生

活での改善は得られなかったと報告されているむ我々

の機器もこの原理に近いが，無視健からの入力は4遺

需という長期間ではなく，ごく短時間であり，また開

時的に効果がでるところが特徴であるo

我々の援器は左劉半額空間無視の治療を目的とはし

ておらず，残存した障害を代償させることを目的とし

た福祉機器として位置づけているD 今屈はリモコンに

て瞬間的にカメラを回旋させることにより効果を得た

が，蒋来的には前方及び前側方の画f象を複数のピデオ

カメラを用いて瞬間的に見せるといったような酉像操

作による方法への発展性も考えているc

フェイスマウントディスプレーの使用説明書には，

長時間の使罵は避けるということ等いくつかの注意事

項があり，機器全棒の笛格も約30万円と安錨ではない

こと，大がかちであること等の問題点があるが，左鵠

半側空関禁視の患者の福桂用の機器としては今後の大

きな発展性を秘めているD 今後は機器の開発の継続と

共に，日常生活の費用における効果について検討し，

福祉機器としての完成をめざしていきたいと考えてい

るG
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まとめ

左側半側空間無視に対する，新しい福祉機器を開発

したので，その原理と構成及び試用結果について報告

した。ー症例に対しての試用結果ではあるが，良好な

効果を認めた。今後改善すべき問題はあるものの，新

しい福祉機器としての発展が期待できると考えている。

本研究は，広島県の平成12年度県立大学重点研究事

業の補助を受けて行った。
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A new device for unilateral visual neglect 

Sadaaki OKI*l Shusaku KANAI*l Masaaki FUJITA *2 Akira OTSUKA *1 
Mitsuhisa SHIOKAWA本1Junko OCHI*l Daisuke OKAZAKI*l Nobuko UMEDA *1 

Abstract 

* 1 Department of Physical Therapy， Hiroshima Prefectural College of Health Sciences 
* 2 Department of Rehabilitation， Iyo Hospital 

We developed a new optical device to improve visual perception in stroke patients with unilateral visual neglect. This 

system consists of a CCD color video camera and a face mounted display.τbe camera rotates towards the left to recognize 

the left field. We observed the e百ectivenessof this device in countering unilateral spatial neglect. It is anticipated that 

the system， which is now under development， wil1 provide a new device for patients with unilateral visual neglect. 

区eywords : unilateral visual neglect， technical aid， face mounted display 
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